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なくそテ原発3.11メモリアル・スタンディング2022  

新潟県内 19箇所、県外（群馬県前橋市）１箇所で同時開催 

769人が参加 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※写真は上越会場の様子 

 

【日時】2022年3月11日（金）14：30～15：00       【上越会場】上越市かに池交差点 

【上越会場参加者】35名      

東日本大震災、東京電力福島第一原発事故からちょうど11年の３月11日、地震発生時刻14時46分をま

たぐ時間にスタンディングを行いました。当会もメンバーとなっている「なくそテ原発柏崎大集会実行委員会」が

主催し、それに賛同する他団体も加わり、村上市から糸魚川市まで新潟県内19か所と群馬県前橋市の計20箇所

で769人の参加となりました。「なくそテ原発」「福島忘れない」「再稼働NOの知事を」などのプラカードを掲

げ、参加者からも思いをスピーチしていただきました。地震発生時刻には黙とうを捧げました。また、再生可能エ

ネルギーへの転換を訴え、風力発電をイメージするかざぐるまや、太陽光発電をイメージするアルミホイルで作っ

たパネルも掲げました。 

5月29日に行われる新潟県知事選挙を前にして「再稼働NOの知事を」と強く訴えましたが、その後の選挙

では残念ながら「再稼働NO」と表明する知事は誕生しませんでした。 

つなぐ 
t s u n a g u 

 
 

3 . 1 1 を  

Vol.29  
2022年 7月 11日発行 

つなげよう脱原発の輪 

上越の会 会報 

発行責任者：植木史将 

3 .11 を忘れない 

今、わたしたちにできること   
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断捨離フリマ＆マルシェ 
【日時】2022年6月26日（日）  【会場】金谷山公園 

【主催】金谷人 

活動資金集めと資源を大切にするという理念のもと、「断捨離

フリマ＆マルシェ」に参加し、フリマブースを出店しました。「つ

なげよう脱原発の輪 上越の会」のノボリを2本立て、フリマ商

品を購入してくださった来場者には「再エネと原発」チラシを手

渡しました。今後も参加していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再エネ特集 「RE100」知ってますか？ 
【加盟している日本企業 66社】 

《建設業》旭化成ホームズ／安藤･間／熊谷組／住本林業／積水ハウス／大東建設／大和ハウス工業

／東急建設／戸田建設／西松建設／LIXILグループ《食料品》アサヒグループ／味の素／キリン／⽇

清⾷品／明治《化学》花王／資生堂／積⽔化学⼯業／エーザイ／⼩野薬品⼯業／第⼀三共《ガラス・

土石製品》TOTO《非鉄金属》フジクラ《金属製品》ノーリツ《電気機器》アドバンテスト／カシ

オ計算機／コニカミノルタ／セイコーエプソン／ソニー／ダイヤモンドエレクトリック／ニコン／

⽇本電気／ パナソニック／富⼠通／富⼠フイルム／村⽥製作所／リコー《精密機器》島津製作所《そ

の他製品》アシックス／オカムラ《陸運業》東急《情報・通信業》⽇本ユニシス／野村総合研究所

《小売業》アスクル／イオン／生活協同組合コープさっぽろ／J.フロントリテイリング／セブン＆

アイ／⾼島屋／丸井グループ／ワタミ《銀行業》城南信⽤⾦庫《金融・保険業》第一生命《その他

金融業》アセットマネジメント One／芙蓉総合リース《不動産業》いちご／東急不動産／ヒューリ

ック／東京建物／三井不動産／三菱地所／野村不動産《サービス業》エンビプロ／セコム／楽天 

【加盟している世界の企業 290社】 

アップル／マイクロソフト／グーグル／スターバックスコーヒーなど 

 

 

 

 

（RE100電力ホームページより） 

 

 

 

RE100とは・・・「Renewable Energy 100%」の略称で、事業活動で消費するエネルギーを 100％

再生可能エネルギーで調達することを目標とする国際的イニシアチブを指します。2014年に発足し

た RE100は、現在、国別では 24カ国から 356社の参加があり、国別参加企業数では、⽇本はア

メリカ 93社に次ぐ 66社が参加しています。（2022年 3月現在) 
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福島からのメッセージ 

 

愛する故郷 飯舘村への回想と未来への想い ②  

                                                              坂田浩実 

  （震災時：福島県飯舘村在住、現在：新潟県上越市在住）                                          

 

 

飯舘村で夫妻に会いました１年後の 2013 年 3 月、奥

さんが亡くなりました。奥さんがなくなってもしばら

くの間、強さんは、「ババ、飯にすっぞ」と、向かいに

座るはずの奥さんに話しかけていた、とのこと。隣町

に避難している娘さんが、わざわざ福島から上越の私

の家まで来ていただいた時にその話をうかがいました。 

 

今年に入り、先日、飯舘村役場に電話にて現在の状況を聞きましたところ、 

・山水の線量はないが、 

・雨が降って濁った山からの泥水は、そうではない。 

・山のきのこは、食品の基準値 100 ベクトルをゆうに超えている。 

・米に関しては、検出されていないが、くず米は 50 ベクトル未満で検出。 

とのこと（飯舘村役場農政課より） 

震災から 11 年が経ちましたが、福島原発の傷跡はまだまだ深く残っていると感じた次第です。 

 

水、空気、食べ物など、いのちの根幹に関わる自然に対して、人間は自分で自分の首を絞めているよ

うなもの。いのち生命の星 地球の自然界の中で生かされている人間。人類の歴史の中で、何度も文明

が崩壊、消滅、原因はいろいろあるとはいえ、人間は自然界の一部。「今だけ、自分だけ、お金だけ」

の考えをできるだけやめて、愛をもって、いのち生命をみんなで考え直したい、と感じております。 

原発などエネルギー、人口、食糧、環境、貧困、教育、医療、自殺、いじめ、虐待、などのすべての

社会問題は、人間の心が生み出しているのではないか、と。人間の心の解決が、多くの問題解決につな

がる、と信じてやみません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全村避難対象後もずっと飯舘村に 

残り続けた佐藤夫妻 

プロフィール： 

2011年 飯舘村在住中に震災経験～震災後、上越市中郷区に移住。

現在は、大工、不耕起 草生共生 無農薬 自然栽培での野菜づく

り、戸隠 豊穂塾(日本書紀) 笑顔伝導人として活動中。 
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私の思い 
 

ピンチをチャンスに 

上越市鴨島・山崎秋男 

ウクライナ危機で、電力を始めとする日本のエネ

ルギー事情がピンチとなっている。それに乗じてこ

の参議院選挙で原発の稼働を公然と提案する政党が

あり、政府も密かにそれを進めかねないように思わ

れる。こうした議論がいとも簡単に進むのはもとも

と日本が再生可能エネルギーを推進しようという覚

悟が希薄だからだ。かつてはシャープや三洋電機等

太陽光発電のパネルメーカーがあり世界一の生産国

であったのが今では見る影もない現況だ。本来資源

に乏しい日本はこうした技術に力を入れるべきとこ

ろだが全くなおざりにされてきた結果がこれである。

この危機を場当たりに対処するのではなく、もう一

度再生可能エネルギー立国を目指す機会にすべきと

考える。 

また上越市もかつては市民プラザ等様々な施設に

太陽光発電を設置したり、直江津港湾公園や三ノ輪

台に風力発電を設置したりしていたが、老朽化や部

品調達の困難を理由に廃止されてしまった。老朽化

対策や部品の調達を自前でできるよう模索し、再生

可能エネルギーの先進自治体としてこれを機に頑張

ることを改めて期待したい。 

【プロフィール】「おいしいパンの店 ソフィー」経営。東京

教育大学哲学科卒業後ガソリンスタンドを継ぐ。その後バイ

クショップやコンクリート製品の工場等を行い、65歳にして

初めてパンの製造に携わり現在に至る。ちなみに店名はフィ

ロソフィー（哲学）から命名。 

 

 

 

 

♥つなげよう脱原発の輪 上越の会 

代表：植木史将（090-4962-9633） 
 

フェイスブック、ホームページ、 

随時更新しています！ 

カンパ募集中です 
当会は皆様からのカンパで運営されています。 
ご協力よろしくお願いします。 

ゆうちょ銀行から…11260-13169471 

ゆうちょ銀行以外から…ゆうちょ銀行・ｲﾁﾆﾊﾁ（一二

八）・普通・1316947 

名義 つなげよう脱原発の輪 上越の会 

 

 

再生可能エネルギーと原発再稼働 第９回 

岩の原葡萄園が 100％再エネに！ 

岩の原葡萄園（上越市北方）などを抱えるサント

リーグループは、2022年今年の4月1日から、

飲料・食品および酒類事業に関わる国内全ての生産

研究拠点30箇所で購入する電力を、100％再生可

能エネルギー（再エネ）由来に切り替えました。 

これは、温室効果ガス排出量約15万トンの削減

に相当します。今回の切り替えにより、日本、米州、

欧州の生産研究拠点で購入する電力に占める再エネ

電力の比率は9割超となります。また、生産研究拠

点以外にも、サントリーホール、サントリー美術館、

本社オフィスなども再エネ由来電力に切り替えまし

た。 

電力会社が提供する再エネ電力メニューや再エネ

指定の非化石証書の採用、太陽光発電の導入など、

拠点ごとに組み合わせた電力調達を行って再エネ

100％を実現しているようです。 

「水や農作物など自然の恵みに支えられた食品酒

類総合企業として、

『水と生きる』をス

テークホルダーとの

約束、『人と自然と響

きあう』を使命に掲

げ、創業以来、持続

可能な社会の実現を

目指してきた」との

ことです（同社ホー

ムページより）。（植

木史将） 

 

◆◇編集後記◇◆ 

▼7月10日は参院選の投票日でした。原発をなくし、

温暖化対策をしっかりやると公約している政党を見極

めて投票できたでしょうか？原子力の問題はこれから

も日本の民主主義の中心課題です。（T・I） 
 

 

 

 


